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氷

川

町

ひ

か
わ

ち
ょ
う

（役 場）

一 
 

概

況

二 
 

町
名
の
由
来

 
 

平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
、
竜
北
町
と
宮
原
町
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
氷
川
町
は
、
八
代

地
域
の
北
端
に
位
置
す
る
人
口
一
二
、
七
一
五
（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）
、
面
積
約
三
三
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
で
あ
る
。
南
東
は
広
く
八
代
市
に
面
し
、
北
は
宇
城
市
、
西
は
八
代
海
（
不

知
火
海
）
に
面
し
て
い
る
。
町
の
中
央
を
横
切
る
国
道
三
号
を
境
に
、
東
部
は
主
に
森
林
・
丘

陵
地
帯
、
西
部
は
八
代
平
野
の
一
部
を
占
め
る
平
坦
な
田
園
地
帯
を
な
し
て
い
る
。
町
を
氷
川

が
東
西
に
貫
流
し
、
不
知
火
海
に
注
い
で
お
り
、
流
域
の
田
園
地
帯
を
潤
し
て
い
る
。

 
 

主
要
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
米
作
を
は
じ
め
、
い
草
栽
培
、
い
ち
ご
、
ト
マ
ト
な
ど
の
ハ
ウ

ス
栽
培
も
盛
ん
で
、
丘
陵
地
帯
で
は
「
吉
野
梨
」
で
知
ら
れ
る
梨
、
み
か
ん
、
晩
白
柚
な
ど
の

果
樹
の
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。

 
 

交
通
機
関
の
状
況
は
、
町
の
中
央
を
走
る
国
道
三
号
を
挟
ん
で
、
東
側
に
は
九
州
自
動
車
道

が
走
っ
て
お
り
、
宮
原
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
立
地
し
て
い
る
。
ま
た
、
反
対
の
西
側
に
は
、
Ｊ

Ｒ
鹿
児
島
本
線
が
走
っ
て
い
る
が
、
当
町
に
は
駅
は
な
く
、
隣
接
市
の
小
川
駅
、
有
佐
駅
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
西
に
は
県
道
八
代
鏡
宇
土
線
が
並
行
し
て
お
り
、
そ
の
西
側
沿

岸
部
に
は
九
州
新
幹
線
も
走
っ
て
い
る
。

 
 

観
光
地
と
し
て
は
、
桜
ケ
丘
公
園
や
立
神
峡
公
園
が
あ
る
。
桜
ケ
丘
公
園
に
は
、
約
二
、
〇

〇
〇
本
の
桜
が
あ
っ
て
花
見
で
知
ら
れ
、
ま
た
、
立
神
峡
公
園
は
氷
川
に
臨
む
高
さ
約
七
〇
メ

ー
ト
ル
、
延
長
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
絶
壁
で
、
遊
歩
道
、
吊
り
橋
が
架
け
ら
れ
、
景
勝
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

 
 

文
化
財
と
し
て
は
、
国
指
定
史
跡
で
あ
る
野
津
古
墳
群
、
県
指
定
史
跡
で
あ
る
大
野
窟
古
墳
、

や
天
王
山
古
墳
第
三
号
、
そ
の
ほ
か
高
塚
装
飾
古
墳
、
室
山
古
墳
群
、
岩
立
の
横
穴
古
墳
群
、

蕾
園
古
墳
群
、
園
迫
古
墳
群
な
ど
、
神
蔵
寺
の
本
尊
神
鏡
、
三
宮
社
の
御
神
体
と
妙
見
神
鏡
、

霊
森
寺
の
宝
篋
印
呪
塔
、
加
藤
神
社
の
天
仁
王
尊
像
な
ど
が
あ
る
。

 
 

竜
北
町
、
宮
原
町
の
合
併
協
議
に
際
し
、
合
併
協
議
会
は
新
町
名
を
公
募
し
た
が
、
当
該
地

域
は
共
に
氷
川
流
域
に
あ
り
、
そ
の
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
氷
川
」
の
名
を

冠
し
た
応
募
が
最
多
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
合
併
協
議
会
委
員
の
投
票
で
決
し
た
が
、
地
域
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住
民
に
も
馴
染
み
の
深
い
こ
の
町
名
に
決
し
た
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。 

 

三 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯 

 

１ 

合
併
関
係
市
町
村
の
状
況 

      

（
一
）
八
代
郡
竜
北
町 

昭
和
二
九
年
四
月
一
日
、
和
鹿
島
村
、
吉
野
村
、
野
津
村
が
合
併
し
て
竜
北
村
が
誕
生
し
、

そ
の
後
昭
和
四
九
年
に
町
制
を
施
行
し
て
近
年
に
至
っ
た
。
面
積
は
約
二
三
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。 

（
二
）
八
代
郡
宮
原
町 

明
治
二
二
年
四
月
一
日
、
一
町
五
村
の
合
併
に
よ
り
宮
原
町
が
新
設
さ
れ
、
以
後
、
昭
和

三
〇
年
に
鏡
町
と
の
一
部
境
界
変
更
に
よ
り
、
近
年
の
町
域
を
形
成
し
た
。
面
積
は
約
一
〇

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

 

２ 

検
討
の
経
緯 

平
成
一
二
年
三
月
に
県
が
策
定
し
た
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
で
は
、
八
代
地
域
に
つ
い
て
、

八
代
市
、
坂
本
村
、
千
丁
町
（
＋
葦
北
郡
田
浦
町
）
及
び
鏡
町
、
竜
北
町
、
宮
原
町
、
東
陽
村
、

泉
村
二
つ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
、
こ
れ
を
叩
き
台
に
協
議
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
ず
は
八

代
地
域
郡
市
一
体
で
の
合
併
任
意
協
議
会
が
平
成
一
三
年
末
に
発
足
し
た
。 

竜
北
町
、
宮
原
町
の
二
町
は
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
小
規
模
合
併
の
志
向
を
見
せ
て
い
た

が
、
平
成
一
四
年
年
九
月
に
は
、
八
代
郡
市
一
体
で
の
法
定
協
議
会
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、

協
議
の
中
で
広
域
合
併
へ
の
懸
念
が
強
ま
り
、
町
議
会
な
ど
で
も
小
規
模
合
併
を
志
向
す
る
意

見
が
大
勢
を
占
め
る
に
至
り
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
、
二
町
は
法
定
協
議
会
を
離
脱
す
る
方
針

を
決
め
た
。 

そ
の
後
、
二
町
で
の
合
併
協
議
が
行
わ
れ
、
平
成
一
七
年
三
月
末
、
県
知
事
へ
の
廃
置
分
合

申
請
に
至
り
、
同
年
一
〇
月
一
日
、
新
町
「
氷
川
町
」
が
誕
生
し
た
。
（
第
二
編
「
八
代
地
域
」

参
照
） 

 

３ 

合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
定
事
項
等 

（
※
基
本
的
協
議
項
目
及
び
合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
協
議
項
目
を
記
載
） 

（
一
）
合
併
の
方
式 

 

合
併
の
方
式
は
、
八
代
郡
竜
北
町
、
同
郡
宮
原
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
新
町
を
設

置
す
る
新
設
（
対
等
）
合
併
と
す
る
。 

（
二
）
合
併
の
期
日 

 

合
併
の
期
日
は
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
と
す
る
。 

（
三
）
新
町
の
名
称 

 

新
町
の
名
称
は
「
氷
川
町
（
ひ
か
わ
ち
ょ
う
）」
と
す
る
。 

（
四
）
新
町
の
事
務
所
の
位
置 

 

１ 

新
町
の
事
務
所
の
位
置
は
、
竜
北
町
大
字
島
地
六
四
二
番
地
と
す
る
。 

 

２ 

現
在
の
宮
原
町
役
場
の
位
置
に
支
所
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

（
五
）
財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い 

 

１ 

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。 

 

２ 

物
品
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。 

 

３ 

基
金
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
平
成
一
四
年
度
標
準
財
政
規
模
額
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
を
総
額
で
持
ち
寄
る
。
ま
た
、
土
地
開
発
基
金
に
つ
い
て
も
、
原
則
的
に
平
成
一
四

年
度
標
準
財
政
規
模
額
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
持
ち
寄
る
。 

 

４ 

債
務
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。 

（
六
）
新
町
建
設
計
画 

 
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
新
町
建
設
計

画
に
つ
い
て
、
別
冊
の
と
お
り
定
め
る
。（
略
） 

（
七
）
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

 

新
町
に
お
け
る
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、「
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
（
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関
す
る
特
例
）
及
び
第
七
条
第
一

項
（
議
会
の
議
員
の
在
任
に
関
す
る
特
例
）
」
を
適
用
し
な
い
。 

 

竜
北
町 

 
 

 
 
 
 

氷
川
町 

 

宮
原
町 

 
 

 
 
 
 

（
平
一
七
・
一
〇
・
一 

 

新
設
） 
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な
お
、
公
職
選
挙
法
第
一
五
条
第
六
項
に
基
づ
く
選
挙
区
は
設
置
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

ま
た
、
地
方
自
治
法
第
九
一
条
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
公
職
選
挙
法
第
三
三
条
第
三
項

に
基
づ
き
両
町
の
合
併
後
五
〇
日
以
内
に
行
わ
れ
る
設
置
選
挙
は
、
議
員
の
定
数
を
一
四
人
と

す
る
。 

（
八
）
農
業
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い 

 

新
町
に
お
け
る
農
業
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

 

１ 

新
町
に
一
つ
の
農
業
委
員
会
を
置
き
、
合
併
前
に
選
挙
に
よ
る
委
員
で
あ
っ
た
者
は
、

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
し
、
平
成

一
八
年
七
月
一
九
日
ま
で
引
き
続
き
新
町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と
し
て
在

任
す
る
。 

 

２ 

特
例
期
間
終
了
後
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
一
六
人
と
し
、
選
挙

区
は
設
け
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
九
）
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い 

 

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

１ 

両
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
す
べ
て
新
町
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。 

 

２ 

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
し
、
新

町
に
お
い
て
定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

３ 

職
員
の
職
の
設
置
並
び
に
職
名
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
の
観
点
か

ら
、
新
町
に
お
い
て
統
一
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

４ 

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
現
行
給
料
を
保
障
し
、
職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
合
併
前
に
お
い
て
基
準
を
設
け
、
合
併
時
に
統
一
を
行
う
も
の
と
す
る
。
な

お
、
給
与
体
系
に
つ
い
て
は
、
同
規
模
自
治
体
の
例
を
基
に
統
一
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
一
〇
）
地
方
税
の
取
扱
い 

 

１ 

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

２ 

法
人
町
民
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

３ 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
１
）
納
税
義
務
者
、
課
税
標
準
、
税
率
、
免
税
点
、
納
期
、
減
免
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。 

 

（
２
）
地
籍
調
査
に
伴
う
土
地
課
税
に
つ
い
て
は
、
登
記
完
了
分
か
ら
課
税
す
る
も
の
と
す

る
。 

４ 

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

５ 

町
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

６ 

鉱
産
税
、
入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
宮
原
町
の
条
例
の
例
に
よ
る
。 

（
一
一
）
地
域
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て 

 

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
に
つ
い

て
は
、
新
町
に
お
い
て
は
設
置
し
な
い
。 

 

４ 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長 

                     

 

宮
原
町 

竜
北
町 

町
村
名 

平
岡 

啓
輔 

浜
田 

洋 

 
 

 

長 

福
嶋 

良
之 

岩
村 

昭
二 

 

助 

役 

遠
山 

正
敬 

前
田 

恒
孝 

 

収
入
役 

黒
木 

隆 

笠
原 

良
一 

 

議 

長 

梅
田 

泰
博 

米
村 

洋 

 

副
議
長 
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５ 
 

合
併
時
の
関
係
町
の
現
況
表

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

【
旧
八
代
郡
竜
北
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

（
一
） 

 

和
鹿
島
村

（
二
） 

 
吉
野
村

 
 

本
村
は
、
氷
川
、
砂
川
に
は
さ
ま
れ
た
純
然
た
る
干
拓
地
で
、
鹿
島
、
鹿
野
、
網
道
を
逐

次
干
拓
し
て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
の
鹿
島
御
開

を
初
め
と
し
て
、
鹿
野
は
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）、
網
道
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に

完
成
し
、
旧
藩
時
代
は
、
野
津
手
永
に
属
し
て
い
た
。
明
治
初
年
（
一
八
六
八
）、
鹿
島
村
が

分
か
れ
て
島
地
村
、
鹿
島
村
と
な
り
、
同
七
年
の
改
正
大
小
区
制
の
も
と
で
は
、
こ
れ
ら
四

か
村
は
野
津
村
な
ど
と
と
も
に
第
一
二
大
区
第
五
小
区
に
属
し
た
。
一
二
年
郡
区
町
村
編
制

法
が
施
行
さ
れ
、
鹿
島
、
鹿
野
、
網
道
の
三
か
村
が
一
行
政
区
域
を
、
島
地
村
は
、
野
津
村
、

新
田
村
と
と
も
に
一
行
政
区
域
を
な
し
た
。
一
七
年
の
行
政
区
域
の
変
更
に
よ
り
、
鹿
野
村

列
と
し
て
島
地
、
鹿
島
、
鹿
野
、
網
道
の
四
か
村
が
一
行
政
区
域
と
な
っ
て
戸
長
役
場
の
も

と
に
置
か
れ
、
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
こ
の
四
か
村
が
合
併
し
て
和
鹿
島
村
と
な

っ
た

 
 

旧
藩
時
代
、
本
村
の
地
域
は
種
山
手
永
に
属
し
、
吉
本
、
大
野
、
新
田
の
三
か
村
に
分
か

れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
吉
本
村
は
吉
本
町
、
吉
本
村
、
西
吉
本
村
の
三
か
町
村
に
、
大
野

区

分

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の
割
合

(

戸)

(

㎢)

(

人)

(
人)

(

人)

(

人)

計 計中

学

校

高

等

学

校

市
町
村
税
納
税
額

前
年
度
予
算
総
額

一
三
、
四
一
二

三
、
九
九
五

三
三
．
二
九

一
、
九
七
六

一
、
五
七
七

三
、
二
七
三

六
、
八
二
六二〇

七
四
五

五
、
七
九
一

三
、
〇
三
四

二
、
七
八
〇

二
三
、
三
三
八

二
九
、
一
五
二

八
、
三
六
〇

二
、
三
六
八

二
三
．
四
〇

九
七
六

一
、
八
六
五

一
、
六
〇
七

四
、
四
四
八一〇

四
四
九

三
、
四
九
九

二
、
五
〇
八

二
、
〇
〇
二

一
二
、
一
六
〇

一
六
、
六
七
〇

五
、
〇
五
二

一
、
六
二
七

九
．
八
九

三
六
九

六
〇
一

一
、
四
〇
八

二
、
三
七
八一〇

二
九
六

二
、
二
九
二

五
二
六

七
七
八

一
一
、
一
七
八

一
二
、
四
八
二

中
学
校
以

上
の
学
校

合

併

関

係

町

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業

第
一
次
産
業

第
二
次
産
業

第
三
次
産
業
（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

生
産
額

氷

川

町

竜

北

町

宮

原

町

和

鹿

島

村

吉

野

村

野

津

村

竜

北

村

竜

北

町

竜

北

町

（
明
二
九
・
四
・
一

新
設
）（
昭
四
九
・
四
・
一

町
制
施
行
）

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一

新
設
）

島

地

村

鹿

島

村

鹿

野

村

網

道

村

吉

本

町

大

野

村

新

田

村

高

塚

村

河

原

村

野

津

村

和

鹿

島

村

吉

野

村

野

津

村

和

鹿

島

村

吉

野

村

野

津

村

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終
戦
時



 －5－

村
は
大
野
、
上
北
大
野
、
南
大
野
の
三
か
村
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
た
。
明
治
五
年
（
一
八
七

二
）
の
区
制
施
行
に
よ
り
、
大
野
、
上
北
大
野
、
南
大
野
の
三
か
村
は
第
三
二
区
に
、
吉
本

町
、
吉
本
村
、
西
吉
本
村
、
新
田
村
の
四
か
町
村
は
、
第
三
三
区
に
な
っ
た
が
、
白
川
県
合

併
後
、
七
年
の
大
小
区
制
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ら
は
第
一
二
大
区
第
五
小
区
に
編
入
さ
れ

た
。
八
年
の
地
祖
改
正
に
と
も
な
う
町
村
合
併
に
よ
り
、
吉
本
、
西
吉
本
両
村
が
合
併
し
て

高
塚
村
に
、
大
野
、
上
北
大
野
両
村
が
合
併
し
て
大
野
村
と
な
り
、
さ
ら
に
九
年
、
南
大
野

村
は
大
野
村
に
合
併
し
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
吉
本
町
、
大
野

村
、
高
塚
村
は
立
神
村
と
と
も
に
、
新
田
村
は
島
地
村
、
野
津
村
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
一
行

政
区
域
を
な
し
た
が
、
一
七
年
の
改
正
に
よ
り
、
新
田
村
、
野
津
村
は
立
神
村
を
除
く
高
塚

村
な
ど
三
か
町
村
の
行
政
区
域
に
加
え
ら
れ
て
高
塚
村
列
と
な
っ
た
。
二
二
年
の
町
村
制
施

行
に
よ
っ
て
こ
の
五
か
町
村
の
う
ち
野
津
村
を
除
く
四
か
町
村
が
合
併
し
て
吉
野
村
と
な
っ

た
。 

（
三
） 

野
津
村 

本
村
の
地
域
は
、
旧
藩
時
代
、
野
津
手
永
に
属
し
、
南
野
津
村
、
北
野
津
村
、
東
野
津
村
、

西
野
津
村
、
河
原
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
改
正
大
小
区
制
の
も

と
で
は
河
原
村
は
第
一
二
大
区
第
七
小
区
に
、
そ
の
他
の
村
は
第
五
小
区
に
編
入
さ
れ
、
同

八
年
、
野
津
地
区
四
か
村
は
合
併
し
て
野
津
村
と
な
っ
た
。
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
の

施
行
に
と
も
な
い
、
野
津
村
は
島
地
村
、
新
田
村
と
と
も
に
一
行
政
区
域
を
な
し
、
河
原
村

は
宮
原
町
列
に
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
七
年
の
改
正
に
よ
り
野
津
村
は
高
塚
村
列
に
入
っ

た
。
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
野
津
、
河
原
両
村
が
合
併
し
て
新
し
く
野
津
村
が
発

足
し
た
。 

 

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯 

和
鹿
島
、
吉
野
、
野
津
の
三
か
村
は
、
か
つ
て
種
山
、
野
津
手
永
に
属
し
、
住
民
の
大
半
は

宮
原
町
に
あ
る
三
神
宮
を
氏
神
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
産
業
面
も
氷
川
、
砂
川
は
、
三
か
村
の

耕
農
用
の
潅
漑
用
水
の
供
給
源
で
あ
り
、
三
か
村
の
農
民
の
協
同
管
理
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
整
備
強
化
は
産
業
振
興
上
特
に
要
望
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
六
・
三
制
教
育
制

度
が
実
施
さ
れ
た
際
、
こ
の
三
か
村
は
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）、
三
か
村
組
合
立
中
学
校

を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
今
次
の
合
併
の
一
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

促
進
法
制
定
後
、
県
は
前
述
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
和
鹿
島
、
吉
野
、
野
津
の
三
か
村

合
併
試
案
を
発
表
し
た
が
、
当
初
こ
の
合
併
試
案
に
対
す
る
各
村
の
意
向
は
必
ず
し
も
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
野
津
村
に
お
い
て
は
、
一
部
に
宮
原
町
と
の
合
併
の
動
き
が

あ
り
、
和
鹿
島
村
に
お
い
て
も
、
一
部
に
合
併
反
対
の
動
き
や
、
鏡
町
と
の
合
併
の
動
き
な
ど

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各
村
ご
と
に
合
併
促
進
委
員
会
を
結
成
し
て
、
合
併
に
対
す
る
村
民
の

啓
発
宣
伝
に
つ
と
め
た
結
果
、
二
九
年
一
月
二
四
日
、
和
鹿
島
村
、
吉
野
村
、
野
津
村
合
併
促

進
協
議
会
の
発
足
を
み
る
に
至
り
、新
村
建
設
計
画
を
中
心
に
数
回
に
わ
た
っ
て
審
議
を
重
ね
、

同
年
二
月
一
四
日
、
役
場
位
置
の
決
定
を
最
後
に
全
部
の
議
事
を
審
議
、
決
定
し
、
同
月
一
五

日
、
三
か
村
議
会
は
合
併
関
係
議
案
を
議
決
し
て
、
同
年
四
月
一
日
、
竜
北
村
が
誕
生
し
た
。 

な
お
、
明
治
中
期
、
野
津
村
に
「
龍
北
館
」
と
い
う
塾
が
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
人
材

を
だ
し
た
の
で
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
和
鹿
島
、
吉
野
、
野
津
の
三
か
村
組
合
立
中
学

校
を
設
立
し
た
際
、
教
育
の
興
隆
を
期
し
て
校
名
を
「
竜
北
中
学
校
」
と
し
た
。
今
回
の
合
併

は
こ
の
組
合
立
中
学
校
が
と
り
も
つ
縁
も
あ
り
、
村
民
多
数
の
希
望
に
よ
り
「
竜
北
」
を
と
っ

て
村
名
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
竜
北
は
、
龍
峰
山
の
北
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

（
一
） 

合
併
実
施
の
時
期 

 

昭
和
二
九
年
四
月
一
日 

（
二
） 

議
会
議
員
の
任
期 

和
鹿
島
村
、
吉
野
村
お
よ
び
野
津
村
の
議
会
議
員
の
任
期
は
、
促
進
法
第
九
条
第
一
項
の

規
定
を
適
用
し
、
昭
和
三
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
在
任
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
三
） 

助
役
の
処
置 

 

助
役
は
一
人
と
す
る
。 

（
四
） 

職
員
の
処
置 

１ 

職
員
は
、
四
四
人
と
す
る
。 

２ 

希
望
退
職
者
に
つ
い
て
、
退
職
金
手
当
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
新
村
に
お
い
て
退
職

手
当
を
支
給
す
る
。 

（
五
） 

財
産 

和
鹿
島
村
、
吉
野
村
お
よ
び
野
津
村
の
所
有
す
る
い
っ
さ
い
の
財
産
は
、
竜
北
村
設
置
と

同
時
に
竜
北
村
に
帰
属
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

（
六
） 

農
業
委
員
会 

農
業
委
員
会
は
、
次
の
改
選
期
ま
で
現
在
の
ま
ま
各
地
区
に
存
置
す
る
。 

（
七
） 

事
業 

−1214−−1215−
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各
村
に
お
け
る
各
種
の
継
続
事
業
お
よ
び
既
定
計
画
事
業
は
、
新
村
に
お
い
て
継
続
し
て

行
な
う
。

４ 
 

合
併
時
の
三
役
及
び
正
副
議
長

５ 
 

合
併
時
の
関
係
村
の
現
況
表

【
旧
八
代
郡
宮
原
町
に
お
け
る
合
併
の
歴
史
】

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

村

名

和
鹿
島
村

吉

野

村

野

津

村

増
住
亀
太
郎

沼

田

育

三

中

村

改

平

古
閑
千
代
喜

上

田

清

境

芳

美

浜

田

東

一

古

閑

一

義

満

島

喜

覚

福

原

貞

喜

野

崎

保

池

田

庄

平

尾
田
寿
太
郎

前

橋

長

喜

米

本

貞

男

区

分

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

人人人人
人

人
戸人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他

計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の
割
合

―

一三

九
、
三
二
九

五
、
七
四
四

三
、
五
八
五

一
、
〇
〇
九

四
〇
四

二
〇
・
三

六
〇
五

一
、
七
六
四

一
〇
、
三
三
八

―

一一

四
、
一
四
六

二
、
三
七
三

一
、
七
七
三

二
七
六

一
三
一

八
・
六

一
四
五

七
一
五

四
、
四
二
二

― ―

一

二
、
七
三
四

一
、
八
〇
〇

九
三
四

三
九
六

一
二
六

七
・
八

二
七
〇

五
四
四

三
、
一
三
〇

― ―

一

二
、
四
四
九

一
、
五
七
一

八
七
八

三
三
七

一
四
七

三
・
九

一
九
〇

五
〇
五

二
、
七
八
六

竜

北

村

和
鹿
島
村

吉

野

村

野

津

村

関

係

村

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

二
九
二
、
三
四
二

六
、
七
八
八

二
八
五
、
五
五
四

― ―

三
二
、
一
〇
二

一
五
、
九
七
二

一
、
一
一
三

二
八
、
七
二
三

一
六
七
、
九
四
〇

九
九
〇

一
六
六
、
九
五
〇

― ―

一
四
、
六
三
七

七
、
五
三
一

三
四
〇

一
九
、
七
四
〇

六
八
、
七
九
七

一
、
二
六
〇

六
七
、
五
三
七

― ―

一
〇
、
二
四
三

三
、
八
三
六

三
、
九
六
三

四
五
一

五
五
、
六
〇
五

五
一
、
〇
六
七

四
、
五
三
八

― ―

七
、
二
二
二

四
、
六
〇
五

三
二
三

六
、
〇
二
〇

宮

原

町

宮

原

町

宮

原

町

宮

原

町

鏡
町
大
字
有
佐
お
よ
び
大
字
中
島
の
一
部

（
昭
三
〇
・
一
〇
・
一
五
境
界
変
更
）

（
昭
二
二
・
四
・
一
新
設
）

立

神

村

今

村

早

尾

村

栫

村

宮

原

村

宮

原

町

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時
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約
一
、
五
〇
〇
年
前
は
、
こ
の
地
域
は
「
火
の
村
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
「
火
の
村
」
は
、

当
時
の
大
和
朝
廷
に
服
す
る
豪
族
の
居
住
地
で
あ
り
、
後
年
の
「
火
の
国
」
の
発
祥
地
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
町
内
に
数
多
く
あ
る
貝
塚
、
古
墳
等
の
遺
跡
は
、
宮
原
が
古
代
文
化
の
中

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
。 

「
ミ
ヤ
ノ
ハ
ル
」
と
い
う
地
名
は
、
三
宮
柱
に
ち
な
ん
で
、
約
八
百
年
前
に
で
き
た
。
そ

の
前
は
「
ヒ
ノ
ム
ラ
（
火
ノ
村
）
」
と
い
っ
て
い
た
。
文
字
で
は
「
宮
原
」
と
書
く
が
、
呼
び

名
で
は
「
ミ
ヤ
ノ
ハ
ル
」「
ミ
ヤ
ハ
ル
」「
ミ
ヤ
ノ
ハ
ラ
」「
ミ
ヤ
ハ
ラ
」
と
四
と
お
り
に
よ
ば

れ
て
い
る
。
古
く
は
「
ミ
ヤ
ノ
ハ
ル
」
と
い
っ
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
乱
れ
、
最
近
で
は
「
ミ

ヤ
ハ
ラ
」
が
通
称
と
な
っ
て
い
る
。 

宮
原
町
が
町
ら
し
い
形
態
を
整
え
て
き
た
の
は
近
世
以
後
で
、
そ
れ
も
参
勤
交
代
の
た
め

の
島
津
氏
や
相
良
氏
が
通
過
す
る
と
き
の
休
息
所
や
、
細
川
氏
、
松
井
氏
お
よ
び
そ
の
臣
人

た
ち
の
休
み
所
（
上
の
茶
屋
、
下
の
茶
屋
、
そ
の
他
）
が
主
に
な
っ
た
小
さ
な
宿
場
町
か
ら

お
こ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宮
原
に
は
郡
代
詰
所
が
あ
っ
て
、
八
代
郡
の
行
政
の
中
心
で

あ
り
、
参
勤
交
代
の
通
路
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
、
現
在
竜
北
村
に
属
す
る
河
原
町
と
と
も

に
町
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
旧
藩
時
代
、
宮
原
町
の
上
宮
原
、
下
宮
原
は
、
野
津
手
永
に
属

し
、
早
尾
、
栫
、
今
、
河
上
、
立
神
は
、
種
山
手
永
に
属
し
て
い
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七

四
）
の
改
正
大
小
区
制
で
は
第
一
二
大
区
七
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
八
年
四
月
、
立
神
、
川

上
が
合
併
し
て
立
神
村
に
、
九
年
一
月
、
上
宮
原
、
下
宮
原
が
合
併
し
て
宮
原
村
に
な
っ
た
。

一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
施
行
後
は
、
三
つ
の
行
政
区
域
に
分
か
れ
、
宮
原
町
、
宮
原
村

は
河
原
村
と
、
立
神
村
は
高
塚
村
列
と
、
ま
た
今
村
、
栫
村
は
早
尾
村
と
そ
れ
ぞ
れ
一
区
を

な
し
て
い
た
が
、
一
七
年
の
行
政
区
域
変
更
に
よ
り
河
原
村
を
加
え
た
宮
原
町
外
六
か
町
村

が
一
行
政
区
域
と
な
っ
た
。
そ
の
後
二
二
年
、
町
村
制
の
施
行
に
伴
い
、
河
原
村
を
除
く
六

か
町
村
が
合
併
し
て
宮
原
町
と
な
っ
た
。 

 

２ 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯 

本
町
は
、
促
進
法
制
定
当
時
人
口
が
六
、
二
四
一
人
で
、
基
準
人
口
に
達
し
な
い
た
め
、
合

併
の
対
象
町
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
試
案
で
も
宮
原
町
、
有
佐
村
、
竜
峰
村
の
三
か
町
村
合
併

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
結
局
、
未
合
併
町
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。 

本
町
は
、
地
理
的
に
八
代
郡
の
中
心
地
に
あ
る
関
係
上
、
促
進
法
制
定
前
か
ら
隣
接
町
村
と

の
合
併
の
気
運
が
あ
り
、
こ
の
間
の
模
様
を
新
聞
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。 

こ
ん
ど
は
大
氷
川
郷 

ま
ず
町
建
設
期
成
会
結
成 

八
代
郡
北
部
地
区
で
は
宮
原
町
を
中
心
に
、
有
佐
、
竜
峰
の
三
か
町
村
を
統
合
「
大
氷
川
町
」

を
建
設
、
こ
れ
を
第
一
段
階
に
、
つ
ぎ
に
は
氷
川
対
岸
の
吉
野
、
野
津
、
和
鹿
島
三
か
村
を
合

併
、
こ
れ
に
鏡
町
、
文
政
村
を
加
え
八
か
町
村
を
含
め
た
「
大
氷
川
市
」
建
設
計
画
が
す
す
め

ら
れ
て
お
り
、
球
磨
川
電
源
開
発
後
の
工
場
誘
致
を
含
み
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。
宮
原
、
有
佐
、
竜
峰
三
か
町
村
で
は
さ
き
に
財
政
上
の
共
通
性
か
ら
組
合
立
氷
川

中
学
校
を
建
築
、
共
同
経
営
を
続
け
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に
地
方
自
治
法
の
線
に
そ
い
三
か

町
村
合
併
の
気
運
が
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
三
か
町
村
は
、
城
南
地
区
の
大
動
脈
と
も

い
わ
れ
る
国
道
に
そ
っ
て
隣
合
い
、
交
通
の
面
で
も
同
一
条
件
を
備
え
、
ま
た
経
済
的
に
も
有

佐
、
竜
峰
は
畳
表
の
特
産
地
で
あ
り
、
竜
峰
、
宮
原
は
、
一
部
に
山
間
を
有
す
る
な
ど
地
理
、

経
済
、
文
化
面
で
関
連
性
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。（
以
下
略
）
…
…
（
昭
二
六
、

二
、
一
八
、
熊
本
日
日
新
聞
） 

県
の
合
併
試
案
が
発
表
さ
れ
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
〇
月
、
宮
原
町
は
、
有
佐
、

竜
峰
の
両
村
当
局
お
よ
び
議
会
議
員
を
宮
原
町
に
招
き
、
合
併
促
進
に
つ
い
て
懇
談
し
た
が
、

有
佐
村
は
、
鏡
町
を
も
含
め
た
合
併
を
主
張
し
、
竜
峰
村
は
、
有
佐
村
と
の
同
時
合
併
を
主
張

し
て
話
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
県
の
試
案
で
は
文
政
村
と
合
併
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
鏡
町
は
、
文
政
村
、
有
佐
村
と
の
三
か
町
村
合
併
を
進
め
、
二
九
年
当
初
に
は
、
こ
の
三

か
町
村
合
併
が
ほ
と
ん
ど
確
実
に
な
っ
た
。
有
佐
村
は
、
最
後
ま
で
こ
の
三
か
町
村
合
併
に
宮

原
町
が
加
わ
る
こ
と
を
働
き
か
け
た
が
、
結
局
、
実
現
せ
ず
、
三
〇
年
一
月
一
日
、
鏡
、
有
佐
、

文
政
の
三
か
町
村
は
合
併
し
、
新
し
い
鏡
町
と
し
て
発
足
し
た
の
で
、
県
の
試
案
に
よ
る
宮
原
、

竜
峰
、
有
佐
の
三
か
町
村
合
併
は
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
一
五
日
、
鏡
町
と
の
合
併
に
反
対
し
て
い
た
旧
有
佐
村
の
一
部
が
宮

原
町
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
鏡
町
と
の
間
に
し
こ
り
が
残
っ
た
の
で
、
町
当
局
は
、
東

陽
村
に
合
併
の
申
入
れ
を
行
な
っ
た
が
不
成
功
に
終
り
、
そ
の
後
は
、
竜
峰
村
と
の
合
併
を
考

慮
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ
の
動
き
も
大
勢
を
占
め
る
に
至
ら
ず
、
宮
原
町
の
合
併
は
進
展

し
な
か
っ
た
。 

三
一
年
九
月
、
県
は
、
新
た
に
合
併
試
案
を
定
め
、
宮
原
町
は
鏡
町
と
合
併
し
、
竜
峰
村
は

千
丁
村
と
合
併
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
鏡
町
は
、
直
ち
に
、
宮
原
町
に
対
し
て
合
併
の
意
思
が

−1216−−1217−
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あ
れ
ば
無
条
件
で
受
入
れ
る
旨
の
申
入
れ
を
し
た
が
、
宮
原
町
は
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
逆
に
県
に

対
し
て
鏡
町
と
の
合
併
は
絶
対
反
対
と
の
陳
情
を
行
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
両
町
の
合

併
は
一
向
進
展
し
な
い
の
で
、
県
は
、
翌
三
二
年
三
月
二
九
日
、
鏡
、
宮
原
両
町
に
対
し
て
新

市
町
村
建
設
促
進
法
に
基
づ
く
知
事
の
合
併
勧
告
を
行
な
っ
た
。
宮
原
町
で
は
、
こ
の
勧
告
の

前
に
県
に
対
し
て
勧
告
を
し
な
い
よ
う
に
と
陳
情
す
る
と
と
も
に
、
三
月
二
五
日
に
は
鏡
町
と

は
合
併
し
な
い
と
の
付
帯
決
議
を
つ
け
て
八
代
市
編
入
の
議
決
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
宮
原
町

は
、
勧
告
後
も
鏡
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
話
し
合
い
を
進
め
な
か
っ
た
。 

そ
の
後
、
県
は
、
三
四
年
三
月
三
〇
日
、
前
の
勧
告
を
変
更
し
て
、
竜
峰
村
、
宮
原
町
を
同

時
に
八
代
市
に
編
入
す
る
と
い
う
知
事
勧
告
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
て
宮
原
町
の
八
代
市
編
入

が
打
出
さ
れ
た
の
で
町
当
局
な
ら
び
に
議
会
の
大
勢
は
こ
れ
に
賛
成
す
る
意
向
で
あ
っ
た
が
、

宮
原
町
と
と
も
に
八
代
市
に
編
入
す
る
よ
う
に
勧
告
さ
れ
た
竜
峰
村
は
、
村
内
が
賛
成
派
、
反

対
派
に
分
か
れ
、
そ
の
帰
す
う
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
宮
原
町
当
局
は
竜
峰
村
の
態
度
決
定

を
ま
つ
以
外
に
方
法
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
町
当
局
の
態
度
と
は
逆
に
、
住
民
の
間
で
は
八
代
市
編
入
反
対
の
動
き
が

強
く
な
っ
た
が
、
宮
原
町
八
代
市
合
併
反
対
期
成
会
は
必
ず
し
も
意
見
の
統
一
が
な
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
竜
峰
村
と
の
合
併
を
望
む
も
の
、
独
立
（
合
併
し
な
い
）
を
望
む
も
の
、

さ
ら
に
は
大
氷
川
市
建
設
の
た
め
八
代
市
編
入
に
反
対
す
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
反
対
派
の
反
対
理
由
を
要
約
す
る
と
、（
一
）
宮
原
町
は
、
八
代
市
の
経
済
圏
に
入
っ

て
い
な
い
こ
と
。（
二
）
八
代
市
に
編
入
す
れ
ば
、
八
代
郡
を
三
分
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ

と
。（
三
）
住
民
は
、
大
多
数
八
代
市
編
入
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
住
民
の
反
対
運
動
が
高
ま
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宮
原
町
議
会
は
、
同
年

九
月
一
一
日
八
代
市
編
入
に
伴
う
財
産
処
分
の
議
決
を
行
な
い
（
町
の
廃
止
編
入
に
つ
い
て
の

議
決
も
再
び
同
日
行
な
っ
て
い
る
。）
、
八
代
市
議
会
も
同
月
一
五
日
同
様
の
議
決
を
行
な
い
、

同
月
一
七
日
に
、
知
事
に
対
し
て
両
市
町
長
名
で
編
入
の
申
請
を
行
な
っ
た
。
県
は
、
こ
の
申

請
を
受
け
た
が
、
竜
峰
村
の
帰
す
う
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
、
町
内
に
八
代
市
編
入
反
対
の

世
論
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
し
て
一
二
月
県
議
会
に
編
入
議
案
の
提
出
を
見

あ
わ
せ
、
さ
ら
に
次
の
三
月
議
会
へ
の
提
案
も
事
態
を
一
層
紛
糾
さ
せ
る
も
の
と
考
え
見
合
わ

せ
た
。
一
方
、
竜
峰
村
の
八
代
市
編
入
申
請
は
、
三
四
年
八
月
二
六
日
、
正
式
に
提
出
さ
れ
た

が
、
こ
の
申
請
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
あ
っ
た
た
め
（
八
代
市
の
竜
峰
村
の
編
入
の

項
参
照
）、
県
は
、
こ
の
議
案
提
出
を
も
見
合
わ
せ
、
申
請
さ
れ
た
編
入
日
の
三
五
年
（
一
九
六

〇
）
一
月
一
日
に
は
、
両
町
村
と
も
市
編
入
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
原
町
と
竜
峰

村
の
住
民
の
間
で
両
町
村
の
合
併
促
進
の
動
き
が
生
じ
た
り
、
鏡
町
、
竜
北
村
、
東
陽
村
、
泉

村
、
宮
原
町
の
議
長
間
で
大
氷
川
市
建
設
の
動
き
が
で
て
く
る
な
ど
し
て
、
宮
原
町
の
八
代
市

編
入
は
立
消
え
の
形
に
な
っ
た
。 
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